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　　シ ン ガポ ー
ル の 英語 （1）

一 英語 重視の 二 言語 政策 とシ ン ガポ ー ル 英語一

小野　礼子

は じめ に

　本稿で は、 Kachru （1992b ，
1996）が提 唱 した英語 の 三 つ の 圏 、 す なわ ち

1  er 　Circle、　 Outer　Circle、　Expanding 　Circleの うち 、　Ou 七er 　Circleに属す

る シ ン ガ ポ ー ル の 英語 に つ い て 考察す る 1）
。 まず シ ン ガポ

ー
ル に 英語 が 移植

され た 時期及 び シ ン ガ ポ ー
ル の 言語政策 に つ い て 述 べ る 。 次 に英語重視 の 二

言語政策が もた らした 英語 の 家庭へ の 浸透 と、 そ こ で 使わ れ る 英語の 変種に

つ い て 述べ る 。 最 後 に シ ン ガポ ール 英語 を捉 える ため の 二 つ の 社会言語学的

ア プ ロ
ー

チ に つ い て 概説す る 。

1．シンガポー
ル へ の英語の移植

　シ ン ガ ポ ー ル は 、 中華系76．0％ 、
マ レ ー系13．7％ 、 イ ン ド系8．4％ 、 そ の 他

1．8％ で 構成 され る 人口約 435万 人 （うちシ ン ガ ポ ー ル 人 ・永住者 は 355万人）

の 多民族 ・多言語 国家 で ある （外務省
，
2006 ）。 1867年 に イギ リス の 植民地 と

な っ た シ ン ガ ポー ル は 、 1959年 、 イギ リス か ら自治権 を獲得 し、 シ ン ガ ポー

ル 自治州 とな っ た 。 1963年 にマ レ ー
シ ア連邦が成立 する と

、 そ の 一
州 と して

参加 した が 、二 年後の 1965年 にマ レー シ ア か ら分離 し 、 シ ン ガ ポ ー ル 共和 国

と して 独立 した （本名，
2002

，
2006）。

　英語 が シ ン ガ ポ ー ル に 移植 され た （transplanted）（Kachru ，
1986

，
1992a ）

の は 、 1819 年 に トー マ ス ・ス タ ン フ ォ
ー ド ・ラ ッ フ ル ズ （Sir　Thomas
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Stamford 　Raffles）が シ ン ガポ ール に上 陸 し 、 イギ リス の 貿易地 をこ の 地 に

は じめ て 開設 した と きと され て い る 。 そ れ 以前 に も貿易や 軍事 目的の 調査で

英語話者 が シ ン ガポ ー ル を訪 れ て い る が 、 ラ ッ フ ル ズ の シ ン ガ ポ ー ル 上 陸 に

よ っ て イ ギ リス と シ ン ガ ポ ー ル との 正式 な関係 が始 ま り、 そ れ が今 日の シ ン

ガ ポ ー ル に おけ る英語 の 卓越性 を生 み 出す き っ か け に な っ た とい っ て よい

（Gupta，
1998）Q

　 シ ン ガ ポール 統治時代の イ ギ リス は英語で 教育を受けた シ ン ガポ ール 人エ

リ
ー トの 育成 を考え、 1870年に統治機関や 貿易会社 な どで 働い て 生計 を立 て

る こ とが で きる若者 を多数世 に 送 り出 した 。 た だ、 こ れ らの 若者の 大多数は

英語 を使 うこ とが で きる とい うレ ベ ル に は達 して い な か っ た とい わ れて い る

（Bloom ，
1986；Wee ，

2004a）。 しか し、 英語 は決定的に人 々 の 社会 ・経済的向

上 を可能 に す る言語 と して確立 され 、 1900年まで に は こ うした エ リー トた ち

は30年前 と比べ 格段 に 高度 な英語力 を有 し 、 よ り広範囲 にわた る職業領域 で

活躍 す る よ うに な っ て い た （Wee ，
2004a）。

こ の シ ン ガ ポ ー ル 人 エ リ
ー ト層

が 中心 と な っ て そ の 後の シ ン ガポ ー ル を英語重視 の 社会へ と導い て い っ た と

い える 。

2．シン ガ ポ ール の 言語政策

2．1．シンガポール の公 用語

　 シ ン ガ ポ ー ル で は 、 標準 中国語 （マ ン ダ リ ン ）、
マ レ ー語 、 タ ミ ール 語 、

英語 の 四 言 語 を公用 語 と して 定 め て い る 。
こ の うちマ レ ー語 は 「独立 法」

で 国語 に も制定 され て お り、 国 歌 （
”Majulah 　Singapura’‘）や軍事訓 練 で の

号 令 に 使用 され て い る が 、

一
般的な使用 率 は 公用語 の 中で 最 も低 い （Wee ，

2004a ；太 田 ，
1994 ）。

マ レ ー
語 が 国語 と して 定め られ た の は 主 に 外交上 の 理

由か らで ある 。 す な わ ち 、
シ ン ガ ポ ー ル が 1963 年か ら1965 年 まで の 短期間

で は あ るが マ レー シ ア 連邦 の 一 員 で あ っ た た め で あ り、 また 、
マ レ ー シ ア 、
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イ ン ドネシ ァ 、 ブ ル ネ イ とい っ た近 隣イス ラ ム 諸国に対 して シ ン ガ ポ ー
ル

が 中国の 一
州 に な る 意 思 が な い こ と を 示す た め で あ る とい わ れ て い る

（Wee ，
2004a ）Q

　シ ン ガ ポ ー ル 政 府 は 住 民 を 中華系 、
マ レ

ー
系 、 イ ン ド系 、 「そ の 他」

Cothers1）の 四 つ の 民族 グル
ー プに 分類 して お り、 四 つ の 公用語の うち 、 標

準中国語 、
マ レ ー

語 、 タ ミー ル 語 は
、 「その 他」 を除 く三 つ の 民族の 「民族

母語」 と して 定め られ た もの で あ る 。 標準 中国語 は 中華系 、
マ レ ー語 は マ

レ ー
系 、 タ ミ ー ル 語 は イ ン ド系住 民 の 指定民 族 母 語 とい うわ けで あ る

（Wee ，
2004a）。 英語 は 四 つ の 公用語の 中で 唯一 どの 民族 の 母語 で もな い 中

立 の 言語 で あ り、 国際共通語 と して 、 また 、 シ ン ガ ポ
ー

ル 人 同士 の 国 内共

通語 と して 重 要 な役割を担 っ て い る 。 英語 は また 、 西 欧 の 科学技術 を入手

する ため の 言語で あ り、 政治 、 経済 、 商業 、 行政 に お け る主 要言語 で あ る

（Wee ，
2004a；本 名

，
2002 ；太 田

，
1994他）。 四 つ の 公 用 語 に順位 ・序列 は な

い が 、 事実上 英語が 第
一 公 用語 とな っ てお り、 公 文書や 政府刊行物 に は 英

語が使用 され 、 議会で 英語 以 外 の 公 用語 を使 う議 員 は ほ とん どい な い （太

田 ，
1994）。 教 育 に お い て は 、 1980年、 初 等教育 と中等 教 育 に お け る カ リ

キ ュ ラ ム が改訂 され 、 英語が 教育媒体の 第
一

言語 、民族母語 が第二 言語 と

して 制定 され た （本名 ，
2002 ）。

2．2．シンガポ ール の 二 言語政策

　 シ ン ガ ポ
ー

ル で は 、 すべ て の シ ン ガポ ー ル 人が 英語 に 習熟 して い る こ とを

前提 と し た二 言語 政策が とられ て お り、 英語 を必ず含め た 、 英 語 と母語 に よ

る 二 言語教育が行 われ て い る
2）

。 こ の 政策は
”

English −knowing 　bilingual−

ism ”

と して 知 られ て い る （Kachru ，
1992a；Rubdy ，

2001；Wee ，
2004a ；本 名

，

2002）。

　 シ ン ガ ポ ー ル の 二 言語政 策で は 、 英語 とほ かの 三 つ の 公 用語 に つ い て は っ

一 17 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

き りとした 「分 業制 」が敷か れ て い る 。 英語は 「実用言語」（
”
working 　lan−

guage
”
） と呼 ばれ る

一
方 、 ほ か の 民族言語 は 「母語」（

’tmother

　tongues1
「
）

と呼ばれ て い る 。 英語 は雇用 、 技術 移転 、 グ ロ ーバ ル 社 会 にお ける情報交換

とい っ た実用面 で 重 要 な役割 を果 たす 、 中立 的で ア ジ ア文化 を起源 に もた な

い （cultureless ）言語 で あ り、 母 語 は シ ン ガ ポ
ー

ル 人 に とっ て の 文化 的

「い か り」 （cultural 　anchor ） とな る言語で あ る 。 英語 は 新 しい 知識 を獲得

する た め の 言語 、 国 家が経済的発展 に 向か っ て 進 んで い くた め に必 要な言語

で あ り、 母語 は各民族 の 祖 先 に つ い て知 る た め の 言語 、 様 々 な変 化 の 中 に

あ っ て 国民 が 各々 の 文化 に し っ か りと根 を下 ろ す た め の 言語 で あ る （Lee

Kuan 　Yew
，
1979）（Rubdy

，
2001参照）。 1986年 、 当時の 文部大臣 トニ ー ・タ

ン （Wee ，
2004a： 1020よ り引用 ）は二 言語政策の 重要性に つ い て 次の よ うに

述べ て い る 。

Our　poljcγ of 　bilingualism　that 　each 　child 　should 　learn　English　and 　his　mother

tongue ，　1　regard 　as 　a　fundamental　feature　of 　our 　education 　system ．．．Children

must 　learn　English　so　that　they　will 　have　a　window 　to　the　knowledge
，
　technolo−

gy　and 　expertise 　of 　the　modern 　world ．　 They 　must 　know 　their　mother 　tongues 　to

enable 　them 　to　know 　what 　makes 　us 　what 　we 　are ．

（各々 の 子 ど もが 英語 と そ の 子 ど もの 母語 を学ぶ こ と とす る私 た ちの 二 言語政策

は 、 私た ちの 教 育シ ス テ ム の根本的 な特色 であ る と考え ます 。
・…　 子 ど もた

ちは 現代社会に お ける知識 、 科学技術 、 専 門的技術 を得 られ る よ うに英語 を学ば

なけれ ば な りませ ん 。 彼 らは ［また］私 た ちが 何者 で ある か を確認で きる よ うに

自らの 母語を知 っ て い なけれ ば ならない の で す。 ）

　シ ン ガ ポ
ー

ル は能力 主 義社会 で あ り、 英語 の 習得が 実利 に結び つ くため 、

国民の 誰 もが 英語 の 重要性 を認識 して お り、 多 くの 人 々 が 英語の 習得 に努 め

て い る 。 しか し、 政府 は杜会の 英語 化が 進 む に つ れて 社 会その もの が 欧米化

し、 その 結果 シ ン ガ ポ ール が 「根無 し草の 文化」 （太 田
，
1994： 218）に な る こ
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とを危惧 して い る 。 二 言語政策は そ の 対策 と して 講 じられ た もの で 、
こ れ に

よ りシ ン ガ ポー ル 政府が 、 国民 が経済発展 を促進 する手段で あ る英語 に熟達

しなが らも、 欧米志向で は な く、 ア ジ ア の 文化 的価値 観 を継承 して い くこ と

を望ん で い る こ とがわか る （Wee ，
2002a ；大原 ，

2002 ；太 田 ，
1994）。

2．3．シン ガポール の 二 言語教育

　 シ ン ガ ポー ル が教 育 を
一

括管理 し始 め た の は 、 1959年 に 自治州 とな っ て か

らで ある 。 四 つ の 公 用語 は 同等 に 扱われ 、 教育媒体の 言語 は 自由に定め られ

て い た が 、 中国語を教育媒体 とす る 中華系の 学校 と英語 を教育媒体 とす る 英

語系の 学校が 多く、
マ レ ー語 、 タ ミー ル 語 を教 育媒体 とす る学校は わずか で

あ っ た （太田
，
1994）。

　1960年 に なる と、 小学校で 英語 を含む二 言語が 必修 にな り、 1966年に は
、

中学校で も英語 を含む二 言語が 必修 とな っ た （太田
，
1994）。 その 後、二 言語

教育 に さまざまな試 み がな されて い っ たが 、 政府の 英語重視の 姿勢は強 まる

一
方で あ っ た 。 しか し 、

二 言語教育の 成果が なか なか 上 が らなか っ た こ と も

あ り、 1980年 に は大幅 な教 育改革 が行わ れ 、 小 学校か ら始 まる能力別 ク ラ ス

編成が設置 され た （本名 ，
2002

，
2006；大原 ，

2002）。 1982年に は 、 中華系の 南

洋大学が 英語系の シ ン ガ ポ
ー ル 大学 に事実上 吸収 され る 形で 、 英語系の 国立

シ ン ガ ポ ー ル 大学 が発 足 され た 。
こ の 時点 で シ ン ガ ポ

ー
ル の 大学 はすべ て 英

語系に な っ た こ とに な る （太田
，
1994）。 また 、 政府 は 1984年度に 中華系の 小

学校 に 入学す る 児童 が 1％ に 満 た な か っ た こ とを理 由 に挙 げ、 1987年度か ら

すべ て の 小学校 を英語系に す る と宣 言 した （F α r 　E α stern 　Econonzic　Review
，

1986）（大原 ，
2002参照 ）。 そ して 今 日で は 、 教 育媒体の 第

一
言語 に選択 の 余

地 は な く、 すべ て の 学校に お い て 英語が教育媒体の 第
一

言語 で あ り、 ほ か の

三 つ の 公用語 の 一 つ が 民族母語 と して 教育媒体の 第二 言語 と位置づ け られ て

い る　（Rubdy ，
2001）。
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　英語 が教育媒体の 第一 言語 と して の 地位 を獲得 したの は 、 英語 の 実用的価

値の 高 さ もさる こ と な が ら 、 そ れ に加 えて 、 シ ン ガポ ー ル 政府 が英語 をシ ン

ガ ポー ル 国民の 統合 を図 る言語 （language　for　national 　unification ）と して

位置づ けたか らで あ る （Rubdy ，
2001）。 英語以外の 公用語 、 す なわ ち 、 標準

中国語 、
マ レ ー語 、 タ ミ ー ル 語 の 中か らどれ か 一 つ を教育媒体の 第

一
言語 に

する と
、

ほ か の 民族グル ー プか ら反発が起こ るの は必至で ある （本名，
2002）。

ま た 、 政府 に は これ に よ っ て 、 シ ン ガ ポ
ー ル が 特定の 民族社会 と結びつ け ら

れ る の を避 けた い とい う思い もあ っ た （Wee ，
2004a）。 しか しなが ら 、 三 つ

の 公用語 をすべ て 国民 に 習得 させ る こ とは困難で あ り、 結局 は 各々 の 民族言

語 に固執 して し まうこ とに な る 。 こ れ で は 、
い つ まで た っ て もシ ン ガポ ー ル

人 として の ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー は確立 され ない （本名 ，

2002）。 そ こで 政府は 、

国民が 各民族 や そ の 下位 グル ー プの 民族的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー

に加えて 、
よ

り上 の 、 そ れ らを超 えた新 しい ナ シ ョ ナル ・ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を もつ よ う

に な る こ と を望ん だ 。 異 な る 母語 を有 し、 異 なる 伝統 をひ い て い る シ ン ガ

ポ ー ル 人の 超民族 的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー

（supra −ethnic 　Singaporean　identi−

ty）の 育成 が 急務 で あ る と考 え た の で あ る （Kuo 　and 　Jernudd
，
1994 ）

（Rubdy
，
2001参照 ）。 その 結果 、 どの 民族 に と っ て も母 語で は な い

、 中立的

な立場 にある 英語が 国民 の 統合 を図 るた め の 国民 同士の 共通語 と して 採用 さ

れ た 。 英語 は 、 （1）民族的背景 に関係な く、 誰にで も平等の 機会を与 え、 （2）

民族 間の 調和 と国民の 統合を促進 し、 シ ン ガ ポ ール 人 と して の ア イデ ン テ ィ

テ ィ
ー を養うとい う二 つ の 大 きな役割 を果 たす ため に教 育媒体の 第

一
言語 と

され た の で あ る （Lick　and 　Alsagoff
，
1998）。

3．英語の 家庭へ の 浸透 とシン グ リッ シ ュ

　英語重視の 二 言語 政 策に よ り、 現在の シ ン ガポ ー ル で は 、 学校や職場 だ け

で な く、 家庭 で も英 語 を話す人が 増 えて い る 。 表1は シ ン ガ ポ ー ル の 2000年
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表1．民族別 にみ る家庭 で 最 もよ く話 され る言語 （単位　％）

　　中華系

（n＝2 ，
236

，061）

マ レ
ー系

（n ＝405 β02＞

イン ド系

（n 覊211，015）

その 他

（n ＝34β75）

　　全体

（n＝2β87
，
552）

英語 23．9 79 35．6 68．5 23．0

標準中国語 45．1 0．1 0．1 4．4 35．0

中国語諸方言 30．7 oユ 0ユ 3．2 23．8

マ レ
ー
語 0．2 91．6 11．6 15．6 14．1

タミ
ー

ル語
一 0．1 429 02 32

その他の イン ド諸言語
一 一 9，3 0．3 0．7

そ の 他 0，1 0．2 0．4 7．8 0．3

（Department 　of　Statistics，　Ministry　ofhade 　and 工ndustry ，
　Republic　of　Singapore， 2001に基づ く）

国勢調査 （Department 　of 　Statistics
，
　Singapore

，
2001） を基に 、 家庭で 最も

よ く話 され る 言語の 比率 を民族別 に表 した もの で ある 。
こ の 表が 示す よ うに 、

中華系 、
マ レ ー系、 イ ン ド系の どの 民族グル

ー プにお い て も、 各々 の 指定母

語 （標準 中国 語 、
マ レ ー語 、 タ ミ ー ル 語）が 家庭で 最 もよ く使 われ る 言語 に

な っ て い る が 、 母語で ない の に もかか わ らず 、 中華系の 約4分 の 1 （23．9％ ）、

イ ン ド系の 3分 の 1以 上 （35，6％ ）が 家庭で 最 もよ く使う言 語 と して 英語 を挙

げて い る 。 全体をみ る と 、 家庭で 英語 を話す人 は人 口 （5歳以上 ）の 23％ で 、

1980年 の 11．6％ （本名
，
2006）と比 べ る と 、 20年で 倍増 した こ とに な る 。 ただ、

家庭 で 話され る英語 は 標準変種 で は な く、 非標準変種 の 口語 シ ン ガポ ー ル 英

語 （Colloquial　Singapore　English）、
い わゆ る 「シ ン グ リ ッ シ ュ 」（Singlish）

で あ る場合が多い （本名，
2006）。

　 シ ン グ リッ シ ュ は 福建語 や広東語 とい っ た 中国語 の 方言 や マ レー語 の 口語

変種で あるバ ザー ル ・マ レ ー 語 （Bazaar 　Malay ：マ レー
語の ピ ジ ン 化 した

形 で 主 に マ レ ー
系の 人々 の リ ン グ ワ フ ラ ン カ と して 使 用 され て い る）や バ
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バ ・マ レ ー語 （Baba 　Malay ：中華系 とマ レ
ー
系の 混 血 で ある ペ ラ ナカ ン に

よ っ て 主 に使用 され て い る）、 タ ミ ー ル 語の 影響 を受 けて い る こ とが わか る

変種で ある （Platt　and 　Weber
，
1980）（Wee ，

2004a参照）。 語彙 はマ レー
語 と

福建語 か らの もの が 圧倒 的 に多い
。 シ ン グ リ ッ シ ュ は英語系の 学校 （授業外）

で 発達 し、 上述の よ うに家庭 に まで 浸透 して い っ た （Wee ，
2004a）。

　次の 例 は シ ン グ リ ッ シ ュ に よ る くだけた状況で の 親 しい 友人同士 の 会話 で

あ る 。 （斜体筆者）

Steven ：　 You 　spend 　me 　drink，　c αn 　or 　notg

Hashim ：　 Cαn 。

S ：　 Thanks
，
　m αn ，

H ； 1　see 　yDu　with 　girl　at　hαtvher 　centre 　last　night ．　 Your　classmate
，
　is　it？

S ：　 Friends　only ．　 Friday
，
　she 　got　off −day．　 Usually　we 　take 　mahan 　and 　go　to

　 　 disco−1α ．

H ：　She　is　still 　schooling ？

S ：　No
，
　working −la．

S ： 1杯お ご っ て くれ る 。

H ： い い よ。

S ： あ りが とうね 。

H ： 昨晩、フ ー ドセ ン ター
で 女 の 子 とい る の を見 た よ 。 同級生 か い

。

S ： た だの 友達 さ 。 彼 女 、金 曜 日が オフ 。 た い が い 、
一

緒 に 食事 して 、デ ィ ス コ

　 　 に行 くの さ 。

H ： 学生か い
。

S ： 働い て ん だ よ 。

　　　　　　　　　　（Asiαweek
，
　October　15

，
1982）（本名

，
2006 ：32−33よ り引用〉

上 の 会話 で用 い られて い る You 　spend 　me 　drink
，
　can 　or　not ？ は Can 　you

buy　me 　a 　drink？ の 意味で ある 。 こ の よ うに 、　Yes／No 疑問文 に can 　or 　not ？

を用 い るの は シ ン グ リ ッ シ ュ の 特徴で あ り、 答えは Can ．や Cannot．に な る 。
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また 、 Your 　classmate
，
　is　it？や 、

ほ かの 例の He 　watching 　television
，
　is　it？

の よ うに、主語 と動詞 （また は そ の
一 方）を省略 した り、 付加 疑問 に主語 や

動詞 に関係 な く常 に is　it？ を使用 した りす る の もシ ン グ リッ シ ュ の 特徴で あ

る （Wee ，
2004b）。 そ して 、 シ ン グ リ ッ シ ュ の 最 も顕著 な特徴 は 、　Usually

we 　take　makan 　and 　go　to　disco−la．や No
，
　working −la．にみ られ る文末小 辞

la や lah とい え よ う。
こ れ らは 日本語の 終助詞 「ね」 「よ」 「さ」 「ぞ 」 と似

て お り、 la や lah が 文末に 付 くと 、 非常に うち とけた感 じに聞こ え る （本

名，
2003）。 こ の ほ か 、 man は 「ね」「よ」「さ」 の よ うな意味 で あ り、 spend

（お ご る）、 hawker 　centre （屋 内や屋外の フ
ー

ドセ ン タ
ー

）、　 makan （食事）、

schooling （学校 に行 っ て い る ）は シ ン ガポ ー ル の 英語 を特徴づ ける語句で あ

る3）
。 もちろ ん発音 も標準英語 とは か な り異 なる 。

　こ の よ うな シ ン グ リ ッ シ ュ に対す る シ ン ガポ
ー

ル 政府の 姿勢 は きわ め て否

定的で あ る 。 政府 は 、 シ ン ガ ポ
ー

ル が経済競争力 を維持 す る た め に は 、 英語

を実用言語 と して 使 用 し続けるべ きで あ るが 、
シ ン グ リ ッ シ ュ の 存在が 国民

の 標準変種 の 習熟 を妨 げ 、 結 果 と して 経済競争力 を脅か す こ とに な る と主 張

して い る （Wee ，
2004a）。 1999年の 建 国記 念集会 の ス ピー

チ で ゴ ー ・チ ョ ク

トン 前首相 （The　Strαits　Times，
　August　29

，
1999） （Wee ，

2004a ：1021 よ り引

用）は次の よ うに 語 っ て い る 。

The　fact　that　we 　use 　English　gives　us 　a 　big　advantage 　over 　our 　competitors ．　 If

we 　carry 　on 　using 　Singlish
，
　the　logical　final　outcome 　is　that　we

，
　too

，
　will 　develop

our 　own 　type　of 　pidgin　English
，
　spoken 　only 　by　3m 　Singaporeans ，　which 　the

rest 　of 　the　world 　will　find　quaint　but　incomprehensible．　 We 　are 　already 　half

way 　there．　 Do 　we 　want 　to　go　all　the　way ？．．．．Singlish　is　not 　English．　 It　is

English　corrup 七ed 　by　Singaporeans　and 　has　become 　a　Singapore　dialect．．．Let

me 　emphasise 七ha七 my 　message 　that　we 　must 　speak 　Standard　English　is　tar−

geted 　primarily　at 七he　younger 　genera 七ion．．．we 　should 　ensure 　that　the　next

generation　does　not 　speak 　Singlish．
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（私た ちは
、 英語を使用 して い る と い うこ とで 、 私 たちの 競争相手 よ りもか な り有

利 な立 場に い ます。 も し私 た ちが シ ン グ リ ッ シ ュ を使 い 続 ける な らば、必然の 結

末は
、 私た ち もまた 、 300万人の シ ン ガ ポー

ル人 に しか 話され ない 独 自の ピジ ン英

語 を発達 させ て し まうだろ うと い うこ とで す 。 そ の よ うな こ とば は世界 の 他 の

人々 に は風変わ りで 面 白 く感 じる こ とは あ っ て も理解する こ とはで きな い で しょ

う。 私た ちは すで にそ の よ うな と こ ろ に半ば さ しか か っ て い る の で す。 こ の ま ま

最後 まで 行 きつ きた い と思 い ます か 。

・…　 　 シ ン グ リ ッ シ ュ は英語で あ りませ

ん 。 そ れ は シ ン ガ ポ ー ル 人 が 乱 し た英 語 で シ ン ガ ポ ール 方 言 に な っ た の で

す 。

・…　　 私 た ちが標準英語を話 さな けれ ば な らない とい う私の メ ッ セ ージ は

主 と して 若 年 層 の 人 々 に 向 け ら れ て い る こ と を強 調 さ せ て ほ し い と思 い ま

す 。

・…　 私 た ちは 次世代の シ ン ガ ポ ール 人が シ ン グ リ ッ シ ュ を話 さない よ う

に して い か なけれ ば な りませ ん 。 ）

こ の ス ピー
チが き っ か け とな り、 2000年4月29 日に

”Speak 　Good 　English”

運

動 （Speak 　Good　English 　Movement ）が始 ま っ た （Wee ，
2004a）。

こ の 運動

に つ い て は次稿 で 述べ る こ とに す る 。

4．シ ンガポール 英語 に対す る二 つ の 社会 言語学的ア プ ロ ー
チ

　シ ン ガ ポール 英語 を説 明す る方法 と して 、 こ れ まで 二 つ の 杜会言語学的 ア

プ ロ ー
チ が試み られ て い る 。

一
つ は シ ン ガ ポ ー ル 英語 を三 つ の 「下 位変種の

連続 体」 （lectal　continuum ） と して 捉 える方法で あ り、 もう
一

つ は シ ン ガ

ポー
ル の 英語使用状況 を 「ダ イ グ ロ ッ シ ア」 （diglossia＞と して 捉 える 方法

で あ る （Alsagoff　and 　Lick
，
1998；Wee ，

2004a ）。

4．1．三 つ の下位変種の連続体

　 シ ン ガ ポー ル 英語 を三 つ の 下 位変種 の 連 続体 と して 捉 え るの は 、主 と して

Platt　and 　Weber （1980） （Alsagoff　and 　Lick
，
　1998；Wee ，

2004a参照）の 考 え

方 で あ る 。 彼 ら に よ る と 、 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 に は 、 話者 の 教育 レベ ル と社
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会 ・経済的背景 に 関連 して 、 上 層語 （acrolect ）、 中層語 （mesolect ）、 基層

語 （basilect）の 三 つ の 下位変種が あ り、 上 層語か ら基層 語 まで が連続 して

存在 して い る とい う。 上層 語 は 、 三 つ の 中で 最 も威信が 高い 変種で 、 教養 の

あ る人々 によ っ て 話 され る標準英語に近い 、標準英語の 地域変種で あ る 。 下

層 語は 、 三 つ の 中で 最 も威信 の 低い 変種で 、 教育 をほ とん ど受けて い ない か 、

ま っ た く受けて い な い 人々 が 話す変種で ある
。 中層語は

、 上層語 と基層語の

中間 にあ る変種 で 、 あ る程度の 教育 を受 けた人 々 や 非英語系学校の 出 身者が

話す変種で ある 。 た だ し 、 教養 の ある 人々 がい つ も上 層語 を話す とは限 らな

い
。 た とえば 、 教養 の ある人 で も、 上 層語 を話 さな い シ ン ガ ポ ー ル 人 と話す

場合に 中層語 を使用 す る場合が ある 。 また 、 か な りくだ けた場 面や基層語 の

話者 と話 す と きに は 、 上層語 や 中層語 の 話者 も基層語 を使用す る場合 もある

とい わ れて い る （石黒 ，
1992）。

　こ の 下位 変種の 連続体 は 「ポス ト ・ク レオ
ー ル 連続体」 （post−creole 　con −

tinuum ）（Bickerton，
1975）（Richards，

　Platt
，
　and 　Weber

，
1985参照 ）を拡

大解釈 して 考え られ た もの で ある 。 ポス ト・ク レ オ ール 連続体 とは 、 ジ ャ マ

イ カ の よ うな ク レ オ
ー ル が 話 され て い る社 会 の 人 々 が ク レ オ

ー
ル の 基盤 と

な っ て い る言語 （ジ ャ マ イ カ ・ク レ オ
ー

ル の 場合は 英語）の 標準変種 を教 え

られ る よ うになる と 、 高等教育 を受けた社会 的地位の 高 い 人 々 は標準変種 に

最 も近 い 地 域 的標準変種 の 上層 語 を話す よ うに な り、 教育が な く、 社 会的地

位が低い 入々 は 、標準変種か らか け離れた ク レオ
ー ル や ク レ オー ル に 近い 基

層語 を話 し、 残 りの 人々 は両端の 変種の 中間 にあ る さ まざまな変種、す なわ

ち中層 語 を話す とい う状態 の こ と をい う。 た だ 、 シ ン ガ ポ ー ル 英語 の 特徴 を

三 つ の 下位変種の 連続体で 捉 える とい うこ とに 関 して は 、
ピ ジン や ク レオー

ル の研究で 生 まれ た概念 を現在の シ ン ガポ
ー

ル の 英語 に その ま ま適用 して い

る こ とや 連続体 が 主 と して 英語習熟度の 連 続体 に な っ て い る こ とに無理 が あ

る とい っ た意見 もある （Alsagoff　and 　Lick
，
1998；Wee ，

2004a；大原，
2002）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 25 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

4．2．ダイグロ ッ シア

　 シ ン ガポ ー ル の 英語使用状況 は ダイグ ロ ッ シ ア の 概念 に 当て は め て 考え ら

れ る こ と もあ る （Gupta ，
1994）（Wee ，

2004a 参照 ）。 「ダ イ グ ロ ッ シ ア」

（diglossia：二 言語変種使 い 分 け）はFerguson （1959）（Holmes ，
2001参照）

が提唱 した概念で ある。 ダ イ グ ロ ッ シ ア とは 、 あ る言語杜会 に おい て 、 同
一

言語の 二 つ の 変種が併用 され て い るが 、 それ ぞれの 使用 目的が 明確 に分 け ら

れて い る 状態 の こ と をい う 。 二 つ の うち一
方は威 信の 高い 変種で 「H 変種」

（High　variety ；H −variety ）と呼ばれ て お り、 教会で の 説教 、 学校 （特 に大学）

の 講義、 テ レ ビ や ラ ジオの ニ ュ
ー ス

、 新 聞 、 純文学な どで 用 い られ る
。 もう

一
方 は威信 の 低 い 変種 で 「L変種」（Low 　variety ；L−variety ）と呼ばれ て お

り、 友人や家族 との 会話や買い 物な どで 用 い られ る 。 Ferguson が提唱 し た ダ

イ グ ロ ッ シ ア は その 後Fishman （1980）（Wardhaugh ，
1998参照） に よ り定

義が拡大 され 、 あ る社会にお ける二 つ の 言語 の 使 い 分 け も含 め て 考 えられ る

よ うに な っ た 。 L変種 に対 す る人 々 の 態度 は一
様で は な く、 そ の 存在 自体 を

否定 す る 人 もい れば 、 自らの 感情 を最 もうま く表現で きる変種 と して 好 んで

使用 す る人 もい る 。 ダ イグ ロ ッ シ ア の 例 と して は 、 ス イス の ドイツ 語圏にお

ける標準 ドイッ 語 （H ） とス イス ・ドイツ語 （L）、
ハ イ チの フ ラ ン ス 語 （H ）

とハ イチ ・ク レ オ
ー

ル 語 （L ）、
パ ラ グ ア イ の ス ペ イ ン 語 （H ） と ガ ラ ニ 語

（L） との 使い 分 けな どが挙 げ られる （Holmes ，
2001）。

　Gupta （1994）（Alsagoff　and 　Lick
，
1998；Wee ，

2004a 参照）は 、 シ ン ガ

ポ ール の 英語の 使 用状況 を ダイグ ロ ッ シ ア の 概念 で 考えた場 合 と4．1で 述べ た

下位 変種 の連続 体の 概 念で 考 え た場合 との 違い につ い て 、 下位 変種の 連続体

の 概 念で は 、 シ ン ガ ポー
ル の 英語の 連続体が 主 に英語 の 習熟度に よ る もの で

あ る の に対 して 、 ダ イグ ロ ッ シ ア で は 、 シ ン ガ ポー ル の 英語 を コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が な され る場面 や状況 な どに応 じて 選択 され る 変種 の 連続 体で ある と

指摘 して い る 。 また 、 ダ イ グ ロ ッ シ ア の 考 え方で は 、 シ ン ガ ポ ー ル 英語 は 標

一 26 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

準 英語の 地域変種 と して で は な く、 ア メ リカ 英語 や オー ス トラ リア英語 な ど

の 母語変種 と同 じよ うに独 立 した英語 と して 扱 わ れ る こ と 、 L 変種 は主 に 文

法面 と語彙面 で H 変種 と異な るが 、 L変種の 使用 を 、 言語 を用 い る際 に起 こ

る誤 りと捉える の で は な く、状況 や話者の 情意 に基づ く選択 と捉 える こ と に

な る と述べ て い る （Gupta，
　1994＞（Wee ，

2004a参照）。

　 ダイグ ロ ッ シ アの 本来の 定義で は 、 H 変種 とL変種 は それ ぞ れ異 な っ た 目

的の た め に使用 され る た め 、 H 変種 が使 用 され る と こ ろ で はL 変種 は使用 さ

れず 、 その 逆 も起 こ らない と され て い る が 、 シ ン ガポ ー ル 英語 の 場合は 、 そ

こ まで 明確 な使 い 分 けが な され て い る わ けで は ない （Wee ，
2004a ）。 とは い

え 、 標準 シ ン ガ ポ ール 英語 は公 的 な場面や 状況 で使 用 され 、 口 語 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 （シ ン グ リ ッ シ ュ ） は くだ けた場面や 状 況で 使用 され る とい う使 い 分

けが な され て い る こ と
、 標準 シ ン ガ ポ ー ル 英語は 威信が 高い H 変種で あ る の

に対 し 、 口語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 は威信 が低 い L変種 で ある こ と、 シ ン ガ ポ
ー

ル 政府 と同様 に 、 口 語シ ン ガ ポー
ル 英語 を否定す る 人 もい れば 、 口語 シ ン ガ

ポ ー ル 英語 こ そ シ ン ガ ポ ー ル 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー を表す言 語 で ある と し

て 愛着 をもっ て い る 人 もい る （Rubdy ，
2001 ；Wee ，

2004a 等 ） とい うよ うに 、

L変 種に 対 して 相反 する態度が み られ る こ とな どが 、 シ ン ガ ポー
ル の 英語使

用に ダイグ ロ ッ シ ア の概念 が用 い られ る理 由で あろ う4）
。

　 大原 （2002： 183）は 、 シ ン ガ ポ
ー

ル の 英語使用 は ダ イグ ロ ッ シ ァ とい うよ

りもむ しろ 「複合 ダ イ グ ロ シ ア」の 概 念を用 い て 説明する こ とが で きる と述

べ て い る 。 大原 に よ る と 、 シ ン ガ ポー ル で は社 会階層 の 二 分化 が み られ 、上

の ほ うの 階層 （大学教 員 、 多国籍 企 業の 会社 員 、 銀行員 ）で は高 変種 （H 変

種） と擬似高変種 （Forth−High −variety ） との 使い 分 けが行 われ 、 下の ほ う

の 階層 （中華街の 店員 、 建築労働者、 ホ
ー カ ーセ ン タ

ー
の 店員）で は擬似 高

変種 と低変種 （L 変種） との 使 い 分 けが行 わ れて い る とい う。 そ して 、 英語

を重視 した二 言語教育に よ り、英語は シ ン ガ ポ ー ル の どの 分野 に も浸透 し つ
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つ あ る が 、 公的な場 面や状 況で 高変種の つ も りで 実 は擬似 高変種 を使用 して

い る シ ン ガ ポ ール 人 も多く、 彼 らの 擬似 高変種が シ ン ガポー
ル 英語 と して 外

国人 に捉 え られ て い る の で は ない か と大原 （2002）は推測 して い る 。

こ こ で は 、 シ ン ガポー ル 英語 を理 解する た め の ア プ ロ ー チ と して 三 つ の 下

位変種の 連続体 と ダ イグロ ッ シ ア の 考え方 を概説 したが 、 どちらの 方法が よ

り優 れ て い る か につ い て 決着 が つ い て い る わ けで は な く、 今 な お議論 され 続

けて い る （Wee ，
2004a ）。

おわ りに

本 稿 で は 、 シ ン ガ ポー ル の 英語 に つ い て 、

“

English−knowing 　bilingual一

ism
”

と して 知 られて い る英語重 視の 二 言語政策 とシ ン ガ ポー
ル 英語 を捉え

るた め の 二 つ の 社会言語学的 ア プロ ーチ を主 に み なが ら考察 した 。 次稿 で は 、

「シ ン グ リ ッ シ ュ 」 と呼 ば れ る 口 語 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語の 文法 、 語 彙 、 発音 の

特 徴 を取 り上 げる と と もに、 シ ン ガ ポー ル 政 府 が 2000 年 か ら推 進 して い る

”Speak　Good 　English
’1
運動 とそ れ に 対す る 人 々 の 反応 につ い て 述べ る 。

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 注

1）　 Inner　Circleとは、ア メ リカ、イギ リス 、カ ナ ダ、オ ース トラ リ ア な ど、英語 を第一
言語と

　 　 して い る 国や地域 を含む圏の こ と をい う。 Outer　Circleは、イ ン ド、シ ン ガ ポ
ー

ル 、フ ィ リ

　　 ピ ン、ナ イ ジ ェ リ ア 、 タ ン ザ ニ ア な ど、英語を第二 言語 として 使用 して い る 国や地域 を含 む

　　 圏の こ とを指す 。 主 と し て イギ リス や ア メ リ カ の 植民地 で あ っ た国 々 が こ の 圏に属 し、 英語

　　 は旧 宗主 国の 統治 ドに あ っ た 時代か ら公用 語 と して使用 され て い る場合 が多 V   そ して

　 　 Expanding 　Circleと は、英語 を外 国語 として使用 して い る国や 地域を含む圏の こ とで 、こ

　　 の 中に 口本、中国、韓国、イ ン ドネ シ ア などの 国 々 が含 まれ る （Kachru ，
1992b

，
1996）。

2｝　 こ こ で い う 「母語」と は、政府が指定 した民族母語の こ とで ある 。 民族
・
母語は必ずし も個 々

　　 の シ ン ガ ポ
ー

ル 八の 実際の 母語と
一

致する わけ で は ない 。 た とえば、イ ン ド系シ ン ガポ
ー

ル

　 　 人 の 場合、指定母語の タ ミ
ー

ル 語を実際の 母語 と して い る 人 もい れば、マ ラ ヤ リ語、シ ン ハ

　　 リ語、ヒ ン デ ィ
ー

語 、ベ ン ガ リ語な どの 言語 を母語 として い る人 もい る （太田
，
1994）。 ま

　 　 た、中華系 シ ン ガポ
ー

ル 人 の うち、中 国語の 方言で あ る福建語 や 広東語が 母語方 言 の 人 に

　　 と っ て 、標準中国語は母語 （の 標 準変種）に は違 い な い が 、話し こ とば に お い て は外国語 の

　　 よ うな もの で あ る （大原，2002）。
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）3

）4

シ ン グ リ ッ シ ュ の 特徴の 多くは マ レ
ー

シ ア の 英語 に もよ くみ られ る （本名 ・田 1鳴 ・榎木薗 ・

河原 ，
2002 ：石黒 ，

1992等）。

英語以外の 言語 も含めた シ ン ガ ポ
ー

ル の 言語状況 に つ い て は 、 ダイ グ ロ ッ シ ア で はな く、

「ポ リグ ロ ッ シ ア」 （polyglossia ：多言語変種使い 分け）とい う概念が用 い られ る ことが あ

る 。 たとえば、 rlコ華系 シ ン ガポール 人の 言語社会で は、中国語の ＝．変種、すなわち標準中国

語 （H ）と広東語や福建語な ど の 中国語 の 方言 （L）との 使い 分 けと英語の 二 変種、すな わ

ち標準シ ン ガポール 英語 （H ） と シ ン グ リ ッ シ ュ （L） との 使い 分けが行われ る 。
つ ま り、

こ の 社会で は 二 つ の H 変種と二 つ の L変種が存在 して い る こ とに なる （Holmes ，
2001）。
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